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Bizʃ は、国内シェア No.1のワー
クフローエンジンである「intra-

mart」を基盤とし、その上に独自の
業務アプリケーションを構築してい
る。多くの企業で必要とされる業務
アプリケーションをパッケージ化す
るとともに、intra-martと業務アプ
リケーションをつなぐ開発基盤
（BizʃAPF）を揃えることで、パッ
ケージではカバーしきれない業務領
域を同じ仕組みの中で作ることがで
きるようになっている。
一般的な ERPでは、パッケージ
外の領域を他のシステムで補完する

必要があるが、Bizʃ はパッケージ製
品でありながら、疎結合を前提とし
た柔軟性・拡張性を備えており、デ
ジタル対応を見据えたシステムの拡
張が可能な「作れる ERP」となっ
ている。Bizʃ 上で実現したシステム
では、ユーザーはシステム間を移動
することなく、業務を共通の画面デ
ザイン、操作性、管理画面で利用す
ることができ、業務効率の向上に繋
がる。
この拡張性と柔軟性が市場から
も評価され、採用実績を年々積み重
ね、現在の採用実績は 1200社超。
昨年度は大規模企業向け ERPの
トップシェアを獲得することができ
た。（図１）

NTTデータを中心にNTTデータ・
イントラマートや他のグループ内外
の会社から出資を受け、NTTデー
タ・ビズインテグラルが ERPメー
カーとして製品の企画、開発、保守
を実施。グループ会社を含めたパー
トナー企業約 50社を通じてお客様
に導入するという事業展開となって
いる。（図２）
投資が必要とされる ERP開発を

NTTデータ本体がビジネスオー
ナーとなることで支えるだけでな
く、自らもパートナー企業として大
規模顧客を中心にビジネス展開をす
ることで、現場ニーズを製品に反映

多角化が進んだ企業グループにおいて、全社的な業務の標準化や経営情報の把握は容易ではない。NTTデータが 2008 年
から展開している「Bizʃ（ビズインテグラル）」は、当初よりグループ経営での活用を視野に入れた機能開発を行っており、
グループ経営に関わる様々な課題の解決を実現するソリューションである
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図１　Bizʃ の実績

パートナー企業とともに
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させるなどの相乗効果をもたらして
いるという形だ。

NTTデータにおいて Bizʃ 事業を
担う製造 ITイノベーション事業本
部コンサルティング＆マーケティン
グ事業部は、会社横断のコンサル
ティング組織だ。お客様の IT・デ
ジタル戦略策定、デジタル人材育成、
新規事業創発など幅広い活動を行っ
ている中で、会計・経営管理などの
基幹系業務に関わる課題解決を実現
するためのツールの一つが Biz∫と
なっている。
基幹系業務は、多くの企業におい
てコスト削減への取り組みが進めら
れており、BPOセンターへのアウ
トソーシングを検討するケースも多
い。そのためにはまずグループ内で
の業務の統一化・標準化が必要であ
り、そのためのシステムの統一が検
討される。しかしながら、業務系パッ
ケージの多くは企業グループ全体で
使うことを前提に作られていない。
Bizʃ は、当初よりグループでの活用
を前提に開発しており、マスタデー
タをグループで共通のものを使う、
財務情報を横断的に抽出し経営分析

入りこむことで、そのお客
様が抱える様々な課題も見
えてきます。インダストリ
組織との連携や、グループ
内外のソリューションを活
用することで、お客様の DX

変革に繋げていきたいと考
えています」（淵崎氏）。

Bizʃ の新たな展開も検討してい
る。そのひとつが SaaS型の展開だ。
基幹系業務でのクラウド利用は、安
全性に対する懸念もあり、これまで
あまり行われてこなかった。しかし
ながら、コロナ禍でバックオフィス
業務も在宅で行われるようになるな
ど、ビジネス環境は大きく変化して
おり、ニーズが急速に高まっている。
現在のビジネススキームを活かしな
がら、SaaSにより幅広いお客様に
Bizʃ を活用していただける仕組み
の検討も進めている。
さらに、業務の自動化・効率化を
促進するための連携も加速してい
く。請求書の処理など ERPを導入
しても人の手を介したオペレーショ
ンはまだまだ多い。AI OCRや RPA

を用いれば、ペーパーレス化、自動
化を実現することができる。BIツー
ルの活用で経営分析に必要なデータ
をリアルタイムで提供することも可
能だ。「Bizʃ を基盤として、それぞ
れの分野に強みを持ったソリュー
ションを提供する企業との連携を
図っていくことで、お客様への提供
価値の幅を広げていきたいと考えて
います」（田中氏）。

ツールに渡すなどの便利な機能をあ
らかじめ保持している。
一例として、キオクシアグループ
では、共通会計システムを 2020年
10月に Bizʃ で更改した。キオクシ
アは事業譲渡により東芝グループを
離脱したのを契機に共通会計基盤か
らの切り替えを検討。Bizʃ を採用
することで、キオクシアグループに
適した機能・オペレーションを実現
するとともに、国産 ERPを用いる
ことで日本の法改正への適切な対応
を可能としている。さらに柔軟性・
拡張性を活かして、今後は証憑電子
化やペーパーレス化などのデジタル
化の実現を図っていく。

ERPは一度導入して終わりとい
うものではない。事業環境の変化は
激しく、数年経つとシステムが実際
の業務とフィットしない部分は必ず
出てくる。お客様の業務を熟知して
いるパートナー企業と連携していく
ことで、きめ細かなフォローを図っ
ていく。
さらに、ERPを入り口としてお
客様のデジタル化促進も視野に入れ
ている。「Bizʃ でお客様の基幹系に
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図２　Bizʃ 事業の概要
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